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屋久杉炭素同位体を用いた屋久島の夏の日照量の復元
Reconstruction of summer insolation in the Yakushima island using stable carbon isotope
in Yakusugi Cedar
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過去の日照環境を理解することは雲が気候に及ぼすフィードバックを考慮する上で極めて重要である。樹木年輪中の
炭素同位体比は年輪が形成された時の光合成速度と気孔導通性によって変動する。高湿度地域では気孔による分別の影
響は小さくなり、光合成速度すなわち日照量変動を示すことが知られている。豪雨地域である屋久島でも特に雨量の多
い屋久島の石塚地域の気象観測結果から夏の相対湿度はほぼ 100%であった。本研究では石塚地域に生息していた屋久杉
炭素同位体の分析から屋久島の過去の夏の日射量変動を単年精度で復元した。その結果、中世の温暖期では屋久島の日
照量は少ない傾向を示し、小氷期では多かった。
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